








〔目的〕 

私共は、川崎病の冠動脈障害のうち拡大性病変(動脈瘤)は急性期回復後早期に縮小化を示

す一方で、狭窄性病変はその後年余にわたり出現･進展する例が多い事を報告してきた。予

後の上からは、虚血性心臓病をもたらしうるこの狭窄性病変が最も臨床的に重要であると

言える。どのような症例が、将来狭窄性病変の出現・進展(以下“悪化"と略す)をきたすの

かが予測可能となれば、その後の管理や経過観察に非常に有用となることは言うまでもな

い。私共は、前回冠動脈造影による経過観察に基づく 3群ロジスティック判別分析 4)5)6)

により判別式を得、悪化と正常化の予測を試みた。今回はさらに症例数を増し、分類を“悪

化"と“その他"の 2群とし、パラメーターに変更を加え判別式の有用性を高めた。 


